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主な内容

P２　合併情報
P６　市の財政状況
P８　みんなの広場
P10 はぐくみ
P12 図書館だより
P13 確定申告相談
P14 お知らせ
P16 健康だいすき

市制50周年　消防出初式
１月４日、恒例の消防出初式が総合文化センタ
ーで行われました。
今年は市制50周年を記念して、市制前のまとい

や団旗、市制施行当時の「法被」・「股引」姿の
消防団員や当時の動力ポンプ・大正時代の腕用ポ
ンプを載せた大八車が市中分列行進に登場し、式
典を盛り上げました。



平成16年１月15日

合併協議の経過と今後日程 
H14年4月 

H15年6月 

H16年 

H17年 

東濃西部合併協議準備会設置 

7月 

12月 

3月 

1月11日 

6月 

9月 

1月25日 

6～7月 

8～9月 

合併協定書の調印 

合併の議決（3市1町の議会） 

岐阜県議会の議決、知事の決定 

総務大臣への届出、総務大臣の告示 

新市の誕生 

東濃西部合併協議会設置 

事務現況調査 
～14年12月 

合併に係る協議 

住民意識調査 
7月～8月 

協定項目の最終協議 建設計画最終承認 

協定項目の調整 
～15年11月 

建設計画原案作成 
～15年3月 

住民説明会（協議会主催） 
（全21か所のうち市内7か所） 

お届けセミナー・出前講座 

住民意向調査 

市民懇談会（市主催） 
（8か所） 

新市建設計画作成 
に係る協議 

１
月
25
日（
日
）は
合
併
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
住
民
意
向
調
査
投
票
日 
１
月
25
日（
日
）は
合
併
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
住
民
意
向
調
査
投
票
日 

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
税
収
の
減
少
と
福

祉
関
連
予
算
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に

行
政
組
織
を
簡
素
化
し
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
を
は

か
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
を
進
め
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
「
合
併
」
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　
瑞
浪
市
、
多
治
見
市
、
土
岐
市
、
笠
原
町
は
、
平

成
14
年
７
月
に
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
に
22
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
議
論
を

交
わ
し
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
48
の
協
定

項
目
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
将
来
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
か
、
合
併
を
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
す
る
べ
き

で
な
い
の
か
。
１
月
25
日
に
は
、
合
併
の
是
非
と

新
市
の
名
称
を
問
う
住
民
意
向
調
査
が
３
市
１
町
同

時
に
投
票
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
意
向
を
し
め

す
機
会
と
し
て
、
住
民
意
向
調
査
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。 

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
る 

収
入
の
減
少
と
支
出
の
増
加 

労
働
人
口
（
生
産
年
齢
人
口
）
が
減
少
す
る
た
め
市
税
収
入

が
減
少
。 

老
年
人
口
が
増
加
す
る
た
め
福
祉
や
医
療
の
費
用
が
増
加
。 

自
由
に
使
え
る
お
金
（
財
源
）
が
不
足 

３
　
合
　
併 

・
合
理
化
に
よ
る
経
費
削

減 

・
合
併
特
例
債
な
ど
の
財

政
支
援
が
受
け
ら
れ
る 

 

↓
需
要
増
が
予
測
さ
れ
る
福

祉
、
環
境
、
教
育
等
に
使

え
る
お
金
（
財
源
）
が
確

保
で
き
る 

↓
市
民
負
担
を
あ
ま
り
増
加

し
な
い
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
水
準
が
維
持
で
き
る 

↓
道
路
整
備
な
ど
の
社
会
基
盤

を
集
中
的
に
整
備
で
き
る 

な
ぜ
合
併
を
検
討
す
る
の
か 

１
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
削
減 

　
減
少
し
て
い
く
収
入

に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
限
ら
ざ
る
を
得

な
い 

２
　
市
税
や
公
共
料

金
の
引
き
上
げ 

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
市

民
負
担
の
増
加
の
検
討

が
避
け
ら
れ
な
い 

対
応
策 



瑞浪市役所　1 68-2111

○
　
総
人
口
の
推
移
と
年
齢
別
人
口
割
合 

　
瑞
浪
市
の
総
人
口
は
、
平
成
17
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
化
が
進
み
、
生
産
人
口
（
15
〜
64
歳
）
と
老
年

人
口
（
65
歳
以
上
）
の
関
係
で
み
る
と
、
平
成
12

年
で
は
約
3.2
人
で
一
人
の
老
年
世
代
を
支
え
て
い

た
の
が
、
平
成
25
年
で
は
約
2.3
人
で
一
人
を
支
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○
　
お
も
な
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト 

　
３
市
１
町
が
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
瑞
浪
市
民

に
と
っ
て
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

発
生
し
ま
す
。 

○
市
民
の
負
担
を
あ
ま
り
増
加
し
な
い
で
、

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
維
持
で
き
る 

　
公
共
料
金
な
ど
の
住
民
負
担
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
上
下
水
道
料
金
、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
） 

　
公
共
料
金
が
安
く
な
る
も
の
も
あ
る
（
幼

稚
園
授
業
料
） 

○
行
財
政
運
営
が
効
率
化
で
き
る 

○
財
政
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る 

○
広
域
的
・
重
点
的
な
施
策
の
推
進
が
で

き
る 

○
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る 

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
る
（
福

祉
分
野
） 

○
企
業
誘
致
が
し
や
す
く
な
り
雇
用
機
会

の
拡
大
が
期
待
で
き
る 

○
役
所
が
遠
く
な
り
、
不
便
に
な
る 

○
「
瑞
浪
市
」
と
い
う
市
名
が
な
く
な
る 

○
「
小
田
町
」、「
上
野
町
」、「
宮
前
町
」

の
名
前
が
変
わ
る 

○
公
共
料
金
が
高
く
な
る
も
の
も
あ
る
（
国

民
健
康
保
険
料
） 

○
市
民
税
均
等
割
が
500
円
上
が
る
（
平
成

15
年
度
ベ
ー
ス
） 

○
公
立
病
院
等
で
赤
字
が
発
生
す
る
と
、

新
た
な
住
民
負
担
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る 

○
　
財
政
の
推
移 

　
歳
入
（
収
入
）
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
市
民
税
の
減
少
な
ど
で
、
市
税
が
減
少
す
る
ほ

か
、
国
・
県
支
出
金
や
地
方
交
付
税
も
国
の
財
政
悪

化
に
よ
り
、
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
（
支
出
）
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
福
祉
関

係
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
扶
助
費
な
ど
の

福
祉
経
費
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

歳
入
の
減
少
分
は
、
今
ま
で
計
画
的
に
行
っ
て
き
た

投
資
的
経
費
の
大
幅
な
抑
制
が
予
測
さ
れ
、
基
盤
整

備
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

合併のデメリット 合併のメリット 

・ ・ ・ 

年齢別人口割合の推移　（単位：％） 

H12年 

42,800

42,700

42,600

42,600

42,300

42,400

（人） 

42,700

42,600

42,500

42,400

42,300

42,200

42,100

16,000

百万円 

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

16,000

18,000

百万円 

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

H16年 

H21年 

H25年 

15.2 64.5 20.2

14.8 62.7 22.5

14.0 61.1 24.9

2.0

0％ 

歳　出 歳　入 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

H12年 

H13 H17 H21

人件費 市　税 

地方交付税 

国・県支出金 

地方債 

その他の収入 

税源移譲額 

扶助費 

公債費 

その他の経費 

投資的経費 

H26 H13 H17 H21 H26

H16年 H17年 H21年 H25年 

61.0 26.1

総人口の推移 
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○
　
行
財
政
運
営
が
効
率
化
で
き
ま
す 

　
行
政
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
事
務
の
効
率
化
が

進
み
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
人
件
費
削
減
／
１
３
５
億
円
（
合
併
10
年
間
の
累

計
額
）】 

　
市
長･

助
役･

収
入
役
、
議
員
な
ど
が
減
少
。
総

務
・
企
画
を
中
心
に
管
理
部
門
を
効
率
化
す
る
こ
と

で
、
一
般
職
員
を
10
年
間
で
300
人
削
減
。 

【
物
件
費
削
減
／
34
億
円
（
合
併
10
年
間
の
累
計
額
）】 

市
が
購
入
す
る
物
品
や
市
が
使
用
す
る
施
設
の
管
理

な
ど
の
費
用
の
削
減 

【
公
共
料
金
な
ど
の
住
民
負
担
の
安
定
化
】 

　
利
用
者
な
ど
で
支
え
あ
う
制
度
（
例
：
上
下
水
道
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
）
で
は
、
ス
ケ
ー

ル
（
規
模
の
）
メ
リ
ッ
ト
が
働
き
、
料
金
増
加
要
因

が
発
生
し
て
も
、
料
金
の
変
動
幅
を
低
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

○
　
財
政
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す 

　
市
町
村
合
併
特
例
法
に
よ
り
、
平
成
17
年
３
月

ま
で
に
合
併
す
れ
ば
、
国
か
ら
新
市
に
交
付
さ
れ
る

普
通
交
付
税
の
特
例
や
有
利
な
借
金
を
活
用
し
て
施

設
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
合
併
特
例
債
」
な

ど
の
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
、
社
会
基
盤
整
備
が
集

中
的
に
進
み
ま
す
。
　 

【
合
併
特
例
債
／
５
８
６
億
円
】 

　
返
済
額
695
億
円
の
う
ち
７
割
を
国
か
ら
交
付
税

で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
借
金
で
、
市
で
負
担
す
る
３

割
は
合
併
後
10
年
間
の
う
ち
に
積
み
立
て
る
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。 

【
合
併
推
進
債
（
県
事
業
）
／
２
９
１
億
円
】 

　
合
併
後
の
新
市
の
一
体
化
を
促
進
す
る
た
め
、
県

が
行
う
道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
返
済
額
の
う
ち

５
割
を
国
が
交
付
税
で
支
援
す
る
制
度
を
県
が
利
用

で
き
ま
す
。 

○
　
財
政
面
以
外
で
も
合
併
効
果
が
期
待
で
き
ま
す 

【
公
共
施
設
の
広
範
利
用
】 

　
３
市
１
町
の
公
共
施
設
や
支
所
が
全
て
新
市
の
施

設
と
な
り
、
利
用
機
会
が
増
加
し
ま
す
。 

【
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
】 

　
合
併
に
よ
る
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
福
祉

や
建
築
、
土
木
、
情
報
技
術
、
学
芸
員
な
ど
の
専
門

的
な
職
員
を
置
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
市
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
や
す
く
な
り
ま
す
。 

【
雇
用
機
会
の
拡
大
へ
の
期
待
】 

　
人
口
20
万
人
を
越
え
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の

完
成
が
見
込
ま
れ
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
が
高
ま
り
、

企
業
誘
致
が
し
や
す
く
な
り
、
雇
用
機
会
の
増
大
が

期
待
で
き
ま
す
。 

   【
公
共
料
金
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
】 

　「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
料
金
は
低
く
」
は
理
想
で

す
が
、
全
て
の
料
金
を
低
い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
る
と
、

新
た
な
財
政
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
公
共
料
金

は
そ
れ
ぞ
れ
適
正
な
料
金
に
す
べ
き
で
あ
り
、
現
状

よ
り
高
く
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
安
く
な
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。 

【
役
所
が
遠
く
な
り
、
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
か
】 

　
合
併
後
10
年
以
内
に
新
庁
舎
を
土
岐
市
内
に
建

設
す
る
予
定
で
す
が
、
合
併
時
は
多
治
見
庁
舎
が
新

市
の
代
表
庁
舎
に
な
り
、
他
の
庁
舎
で
機
能
分
担
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

瑞
浪
庁
舎
は
、
環
境
部
門
と
経
済
部
門
を
分
担
す
る

と
と
も
に
日
常
的
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
全
て
の
庁
舎

に
お
か
れ
ま
す
。
た
だ
、
陳
情
・
面
会
と
い
っ
た
特

殊
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
役
所
が
遠
く
な
り
ま
す
。 

【「
瑞
浪
市
」
と
い
う
名
前
が
な
く
な
る
】 

　
合
併
後
は
「
土
岐
川
」「
陶
都
」「
桔
梗
」「
東
濃
」

「
織
部
」
の
い
ず
れ
か
の
市
名
に
な
り
ま
す
。
新
市

名
決
定
は
、
住
民
意
向
調
査
の
結
果
が
尊
重
さ
れ
決

定
さ
れ
ま
す
。 

【
市
名
変
更
に
伴
う
住
所
変
更
に
か
か
る
手
間
や
費

用
が
か
か
る
】 

　
市
の
名
称
変
更
に
伴
う
住
所
の
変
更
に
か
か
る
費

用
（
事
業
所
の
看
板
や
企
業
広
告
等
、
各
自
で
刷
り

込
ん
で
い
る
よ
う
な
住
所
の
変
更
な
ど
）
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。 

【
合
併
特
例
措
置
が
終
了
す
る
合
併
15
年
後
の
市
政

運
営
は
大
丈
夫
か
】 

　
合
併
特
例
債
は
合
併
後
10
年
、
地
方
交
付
税
の

算
定
特
例
措
置
は
合
併
後
15
年
間
で
終
了
し
ま
す
。

措
置
が
受
け
ら
れ
る
間
に
社
会
基
盤
整
備
を
進
め
、

合
併
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
が
続
く
こ
と
で
少
子
高

齢
化
に
対
応
で
き
る
足
腰
の
強
い
新
市
に
な
る
よ
う

に
つ
と
め
ま
す
。 

【
合
併
特
例
債
を
使
う
こ
と
で
借
金
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
】 

　
合
併
特
例
債
は
、
合
併
に
よ
っ
て
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
庁
舎
整
備
を
除
き
、
合
併
し
な
く
て
も

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
（
各
市
町
の
総
合

計
画
計
上
事
業
）
を
中
心
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

合
併
す
る
こ
と
で
多
く
の
効
果
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
で
き
ま
す 

合
併
の
効
果
と
不
安 

合
併
に
よ
る
不
安
も
あ
り
ま
す 
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投資的 
経費 

その他 
の経費 

公債費 
扶助費 

物件費 

人件費 

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

投資的 
経費 

その他 
の経費 

公債費 
扶助費 
物件費 

人件費 

単独 合併 
Ｈ１７ 

投資的 
経費 

その他 
の経費 

公債費 

扶助費 

物件費 

人件費 

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
（円） 

（円） 

投資的 
経費 

その他 
の経費 

公債費 

扶助費 

物件費 

人件費 

単独 合併 
Ｈ２６ 

？ 

　
合
併
し
た
場
合
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
や
医
療
に
要
す
る
経
費
な
ど
は
増
大
し
て
い
く
も

の
と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ケ
ー
ル
（
規
模
の
）

メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
人
件
費
の
削
減
な
ど
が
図
ら
れ
、

全
体
と
し
て
支
出
の
増
大
は
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
収
入
の
う
ち
市
税
収
入
は
、
合
併
し
て
も
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
減
少
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
た
だ
、
22
万
人
都
市
に
な
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
魅
力
が
増
し
、
地
域
全
体
の
開
発
が
進
む
こ
と

か
ら
、
税
収
増
に
結
び
つ
き
、
市
税
収
入
全
体
の
減

少
は
緩
や
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

合
併
特
例
債
を
借
り
入
れ
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
合
併
特
例
債
は
借
金
で
あ
り
、
返
済
の
た

め
の
公
債
費
も
合
併
し
な
い
場
合
よ
り
多
く
な
り
ま

す
が
、
新
市
に
お
い
て
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
合
併
後
10
年
間
で
貯
金
し
、

将
来
の
借
金
返
済
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　「
協
議
会
だ
よ
り
意
向
調
査
特
集
号
」
３
ペ
ー
ジ
中
、
１
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
す
住
民
意
向
調
査
の
多
治
見

市
の
開
票
所
が
「
多
治
見
市
総
合
体
育
館
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
多
治
見
市
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り
の
支
出
推
移
の
比
較 

　
合
併
し
な
い
場
合
（
単
独
）
と
合
併
し
た
場
合
（
合

併
）
の
市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
を
、
合
併
直
後
と

10
年
後
の
財
政
推
計
か
ら
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
合
併
し
な
い
場
合
は
、
10
年
後
に
は
投
資
的
経
費

が
か
な
り
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
の
影
響
で
扶
助
費
や

公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
た
め
で

す
。 

　
一
方
、
合
併
し
た
場
合
で
は
、
前
者
の
義
務
的
経

費
は
合
併
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
増
加
し
ま
す
が
、
合

併
効
果
に
よ
り
合
理
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
件

費
と
物
件
費
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
投
資
的

経
費
が
合
併
し
な
い
場
合
よ
り
１
万
円
程
度
多
く
確

保
で
き
ま
す
。 

　
一
人
当
た
り
１
万
円
の
差
は
、
全
体
の
額
に
換
算

す
る
と
約
22
億
円
に
相
当
し
ま
す
。 

合
併
し
た
場
合
と

合
併
し
た
場
合
と 

　
　
　
　
し
な
い
場
合

　
　
　
　
し
な
い
場
合 

　
　
財
政
は
ど
う
な
る
の
か

　
　
財
政
は
ど
う
な
る
の
か 

合
併
し
た
場
合
と

合
併
し
た
場
合
と 

　
　
　
　
し
な
い
場
合

　
　
　
　
し
な
い
場
合 

　
　
財
政
は
ど
う
な
る
の
か

　
　
財
政
は
ど
う
な
る
の
か 

合
併
し
た
場
合
と 

　
　
　
　
し
な
い
場
合 

　
　
財
政
は
ど
う
な
る
の
か 

訂
正
と
お
詫
び
　
〜
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局
よ
り
〜 



＜平成14年度一般会計決算＞ 「
瑞
浪
市

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」

の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す 
「
瑞
浪
市

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」

の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す 
「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

●
平
成
14
年
度
決
算
状
況
の
公
表 

●
平
成
15
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
財
政
事
情
の
公
表 

　
平
成
14
年
度
決
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
市
議
会
定
例
会
に

提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
１
５

４
億
３
、
９
１
６
万
円
で
、
前
年

比
△
１
０
億
４
、
５
０
４
万
円
、

6.3
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
主
に
、
13
年
度
ま
で
に
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
事
業
等
の
大
き
な
事
業
が
完

了
し
た
た
め
で
す
。 

　
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

積
極
的
な
都
市
基
盤
整
備
や
教
育
・

福
祉
事
業
の
推
進
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

公園線整備による街路事業、
上平山田団地線、益見羽広線
等の道路整備事業、市民の皆
さんからの要望が多い市道の
維持補修等を行ないました。 

　
こ
の
公
表
は
、
市
の
財
政
や
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し

一
層
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
２
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す 

◇
平
成
14
年
度
決
算
状
況 

その他　3億3,136万円　2.1%

歳出総額 
154億3,916万円 

その他　6億9,825万円　4.3%

繰入金　2億5,974万円　1.6%

諸収入　3億7,819万円　2.3%

繰越金 
8億 9,717万円　5.5%

国庫支出金 
10億 8,182万円 

6.6%

県支出金 
13億 4,537万円 

8.3%

市債 
22億 2,754万円 

13.7%

地方交付税 
31億 8,117万円 

19.5%

市税 
50億 194万円 
30.7%

分担金及び負担金　2億6,056万円　1.6%
ゴルフ場利用税交　2億9,184万円　1.8%
地方消費税交付金　3億3,017万円　2.0%

使用料及び手数料　3億4,640万円　2.1%

諸支出金　2億7,231万円　1.8%
農林水産業費　3億　59万円　1.9%

商工費　4億1,059万円　2.7%

消防費　5億4,145万円　3.5%

公債費 
12億 4,092万円 

8.0%

衛生費 
14億 9,553万円 

9.7%

教育費 
16億 3,018万円 

10.6%

民生費 
27億 6,258万円 

17.9%

総務費 
30億 4,761万円 

19.7%

土木費 
34億 604万円 
22.1%

市民一人あたりの負担額は
118,507円です。 

主に電源立地特別交付金施設
整備基金のほか、新世代ＣＡ
ＴＶ施設整備・地域公共ネッ
トワーク基盤整備事業などの
ＩＴ基盤整備、地籍調査事業
等を行ないました。 

身障デイサービスセンターと
老人憩いの家の新設、延長保
育の充実や保育園の拡張など、
少子高齢化対策に努めました。 

小学校のコンピューター教育
施設整備を行い、学校教育に
おけるＩＴ環境の充実に努め
ました。 

 内訳： 
議会費 
  1億9,949万円 
  （1.3％） 
労働費 
  1億3,187万円 
  （0.8％） 

 内訳： 
地方譲与税　 
　2億 807万円 
　　　　 （1.3％） 
地方特例交付金 
　1億5,339万円 
　　　　 （0.9％） 
財産収入 
　1億3,295万円 
　　　　 （0.8％） 
自動車取得税交付金 
　1億2,409万円 
　　　　 （0.8％） 
利子割交付金 
　   　6,348万円 
　　　　 （0.4％） 
寄附金 
　　　 987万円 
　　　　 （0.1％） 
交通安全対策特別交付金 
　　　 640万円 
　　　　 （0.0％） 

歳入総額 
163億16万円 

進む地籍調査 

平成16年１月15日



　道路整備など、大きな事業を行う際に多額の資金
が必要となります。しかし、その財源を単年度で確
保することは困難であり、市債（市の借金）を発行
して運用を行います。また市債には、世代を超えて
市民に供用される施設について、将来の税金を返済
に充てることで世代間の負担を公平にするというは
たらきもあります。 
　14年度は市道改良事業などに伴う借入により残高
が増加していますが、安全で住み良いまちづくりの
ため、返済能力範囲内で計画的な運用に努めています。 

会計名 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

歳入決算額 
107億 8,997万円 

9,708万円 
37億 5,051万円 
27億 2,404万円 
13億 9,146万円 
1億 2,156万円 
6億 3,940万円 
14億 1,780万円 
6億 4,812万円 
6,962万円 
2,558万円 
1,213万円 
3,191万円 

決算額 
8億 1,287万円 
7億 7,734万円 
5億 4,627万円 
7億 700万円 

 
収 　 入  
支 　 出  
収 　 入  
支 　 出  

歳出決算額 
104億 1,579万円 

9,646万円 
37億 1,935万円 
24億 6,585万円 
13億 7,660万円 
1億 2,062万円 
5億 7,423万円 
14億 1,562万円 
6億 4,706万円 
6,389万円 
2,368万円 
936万円 
3,085万円 

歳入歳出差引額 
3億 7,418万円 

62万円 
3,116万円 

2億 5,819万円 
1,486万円 
94万円 

6,517万円 
218万円 
106万円 
573万円 
190万円 
277万円 
106万円 

平成14年度特別会計決算の状況 

平成14年度水道事業会計決算 

市債の状況 

会計名 
一般会計 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

予算額 
170億 2,100万円 
117億 3,786万円 
1億  240万円 
38億  896万円 
30億 7,900万円 
17億 3,200万円 
1億 9,600万円 
7億 8,200万円 
12億 7,400万円 
7億 6,350万円 
4,630万円 
2,550万円 
830万円 
1,250万円 

収入済額 
68億 2,154万円 
41億 3,218万円 

1,003万円 
15億 9,228万円 
11億 2,826万円 
4億 8,069万円 

910万円 
6億 2,742万円 
2億 3,159万円 
5,281万円 
1,772万円 
1,321万円 
344万円 
107万円 

支出済額 
53億 9,378万円 
43億 3,339万円 

4,766万円 
16億   95万円 
11億 7,058万円 
6億 1,253万円 
6,338万円 

2億 8,590万円 
3億 9,334万円 
1億 5,905万円 

647万円 
211万円 
209万円 
227万円 

平成15年度予算の執行状況（4月～9月） 

収　益　的 
 
資　本　的 

小学校コンピューター教育施設整備 

平成10年度 

平成11年度 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

105億9,145万円 

一般会計 特別会計 

103億2,256万円 

106億8,036万円 

123億　762万円 

136億6,825万円 

107億8,090万円 

116億1,674万円 

106億1,095万円 

129億9,400万円 

137億2,170万円 

区　　　　　　分 

瑞浪市役所　1 68-2111



平成16年１月15日

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
（
上
村
隆
男
会
長
）
様

二
十
八
万
五
千
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

▽
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
川
成
吉
会
長
）
様

ミ
シ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
50
万
円
相
当

社
会
福
祉
施
設
等
へ

▽
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
瑞
浪
教
会
（
杉
山
明
牧
師
）
様

六
千
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

善

意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
16
日
、
瑞
浪
高
校
生
徒
会
の
役
員
が
市
役
所
を

訪
れ
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
募
金
を

寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
同
校
生
徒
会
長
の
纐
纈
圭
太

君
と
文
化
部
長
の
成
瀬
翔
太
君
で
、
同
校
は
今
年
、
創

立
80
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
生
徒
会
の

メ
ン
バ
ー
12
人
が
、
朝
夕
の
５
日
間
募
金
箱
を
持
っ
て

校
門
に
立
ち
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
募
金
活
動
で
は
、
２
１
、
２
０
０
円
が
集
め

ら
れ
、
纐
纈
君
が
「
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と

嶋
市
長
に
募
金
箱
を
手
渡
す
と
、
市
長
は

「
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

瑞
浪
高
校
生
徒
会
が
寄
付

12
月
19
日
、
陶
中
学
校
で
校
内
に
不
審
者
が
侵
入
し

た
と
い
う
想
定
で
、
防
犯
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、校
内
の
安
全
管
理
体
制
の
確
立
と
、

緊
急
事
態
時
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
実
施

さ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
が
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

全
体
訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
多
治
見
警
察
署

生
活
安
全
課
の
署
員
か
ら
、「
万
一
の
事
態
に
は
、
身

勝
手
な
行
動
は
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
犯
人
が
近
づ

い
て
き
た
時

は
、
机
な
ど

身
近
な
も
の

を
利
用
し
て

距
離
を
と
っ

て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
生

徒
た
ち
は
防

犯
意
識
の
重

要
性
を
再
確

認
し
て
い
ま

し
た
。

学
校
に
不
審
者
侵
入
！
　
陶
中
学
校
防
犯
訓
練

12
月
21
日
、「
瑞
浪
バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
瑞
浪

駅
前
で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、「
冬
に
も
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン

ト
を
」
と
、
商
店
街
連
合
会
が
年
末
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

年
々
増
加
し
て
い
る
参
加
者
は
、
市
内
外
か
ら
82
チ

ー
ム
２
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら
駆

け
つ
け
た
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り
子
た
ち

が
、
寒
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す
踊
り
を
披
露
す
る
と
雰
囲

気
は
最
高
潮
で
、
駅
前
広
場
に
は
熱
気
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
。

駅
前
で
２
５
０
０
人
が
総
踊
り
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文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
文

化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
日
　
時

１
月
25
日（
日
）

午
前
９
時
〜

・
会
　
場

桜
堂
薬
師（
土
岐
町
）

・
内
　
容

放
水
訓
練

初
期
消
火
訓
練

お
詫
び
と
訂
正

１
月
１
日
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
再
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１
月
25
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
防
火
訓
練

平
成
15
年
10
月
に
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
クM

IN
O

で

開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
３
秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示
会
」

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所

市
役
所
ロ
ビ
ー

期
　
　
日

３
月
26
日（
金
）ま
で

展
示
作
品

・
中
小
企
業
庁
長
官
賞

「
オ
ビ
　
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
」
㈱
深
山

・
岐
阜
県
議
会
議
長
賞

「
レ
イ
ン
ボ
ー
　
パ
ー
テ
ィ
セ
ッ
ト
」
㈱
村
瀬
製
陶
所

・
岐
阜
県
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
技
術
研
究
所
長
賞

「
楽
　
器
」
㈲
ふ
じ
工
房

・
岐
陶
工
連
理
事
長
賞

「
普
段
器
３

器
揃
え
」
市
原
製
陶
㈱

◎
問
合
せ

商
工
課
　
1
内
線
４
８
１

最
新
の
「
み
ず
な
み
焼
」
を
展
示

12
月
22
日
、
日
吉
小
学
校
５
年
生
が
白
寿
荘
に
も
ち

米
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
米
は
、
５
年
生
の
児
童
が
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
毎

年
作
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
一
部
を
同
施
設
に
寄
贈

し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
同
施
設
を
訪
れ
た
の
は
、
代
表
の
小
栗
雅
巳

さ
ん
と
田
中
亜
依
さ
ん
で
、「
私
た
ち
の
作
っ
た
お
米

で
お
い
し
い
お
餅
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
か

ら
の
手
紙
を
添
え
て
、
も
ち
米
約
30
キ
ロ
を
贈
り
ま
し

た
。も

ち
米
を
受
け
取
っ
た
入
所
者
の
酒
井
義
恵
さ
ん

は
、「
こ
の
も
ち
米
で
お
も
ち
を
作
っ
て
、
よ
い
正
月

を
迎
え
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

白
寿
荘
に
も
ち
米
を
贈
る
　
日
吉
小
学
校

有賀朱里
あかり

ちゃん（2歳）
南小田町

下條真裕
まひろ

ちゃん（2歳）
日吉町

宮 前 児 童 館

池野友美
ともみ

ちゃん（3歳）
陶町

永井優斗
ゆうと

ちゃん（3歳）
稲津町

陶 児 童 館

”
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総合文化センター
市民図書館

市民体育館

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地球回廊

サイエンスワールド

２日,９日,12日,16日,23日

３日,10日,12日,17日,24日

２日,３日,９日,12日,16日,23日

２日,９日,12日,16日,23日

文化会館 ５日,12日,19日,26日

生涯学習施設　２月の休館日

は ぐ く み 教育委員会 

小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
で
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
学

校
で
必
要
な
経
費
の
支
払
い
が
困
難
な

方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
適
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る
学
校

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
時

期
は
２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

1
６
８
‐
２
１
１
１
　
内
線
４
８
７

歯
・
口
腔
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

日
常
の
生
活
で
自
ら
進
ん
で
自
己
の
健

康
管
理
等
に
努
力
し
て
い
る
小
学
校
６

年
、
中
学
校
３
年
の
児
童
生
徒
が
、
教

育
委
員
会
・
瑞
浪
歯
科
医
師
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
瑞
浪
小
学
校

岩
島
綾
　
工
藤
加
奈

子
　
佐
野
亜
沙
美
　
長
崎
里
英
　
中
嶋

さ
ゆ
り
　
西
尾
暁
音
　
横
尾
千
紘
　
林

悠
太
朗
　
安
藤
千
映
美
　
遠
藤
あ
ず
さ

青
木
涼
也
　
田
中
啓
　
富
岡
奨
幸
　
渡

邊
景
太
　
足
立
亜
美
　
有
賀
友
香
　
佐

藤
愛
　
柴
田
ふ
じ
の
　
大
島
有
紗
　
原

田
美
咲
　
加
藤
大
明
　
鈴
木
拳
　
足
立

有
美
　
岩
島
舞
　
小
久
江
沙
織
　
鈴
木

汐
里
　
中
川
栞
　
森
山
美
音

▽
土
岐
小
学
校

佐
々
木
祐
弥
　
下
村

紘
右
　
折
戸
樹
正
　
稲
垣
麻
美
　
安
藤

も
も
こ
　
大
島
萌
瑛
　
桐
井
祐
衣
　
稲

垣
沙
也
加
　
兼
松
麻
里
江
　
仲
内
郁
恵

宮
地
夏
希

▽
陶
小
学
校

羽
柴
圭
祐
　
若
松
丈
寛

梅
村
美
希
　
景
山
薫
　
伊
藤
紗
弓
　
土

本
亜
里
沙
　
藪
崎
紘
子
　
山
田
貴
賀
子

▽
稲
津
小
学
校

安
藤
翼
　
大
島
崇
希

井
箟
宏
義
　
岩
島
克
巳
　
島
田
寛
太

麻
生
幸
一
郎
　
水
野
靖
英
　
水
野
智
仁

正
村
拓
也
　
柳
瀬
圭
吾
　
大
島
沙
矢
香

伊
藤
友
紀
　
青
木
千
明
　
中
山
裕
美
子

鈴
木
紅
美
　
前
田
亜
莉
紗
　
工
藤
綾
子

高
瀬
加
珠
巳
　
成
田
恵
梨
花
　
和
田
真

理
子

▽
明
世
小
学
校

奥
村
真
司
　
金
原
廣

貴
　
山
内
啓
資
　
岩
島
弘
美

▽
大
湫
小
学
校

纐
纈
博
紀
　
桐
井
架

奈▽
釜
戸
小
学
校

小
栗
幸
久
　
有
我
忍

水
野
智
晴
　
田
中
李
奈
　
安
藤
エ
リ
　

▽
日
吉
小
学
校

安
藤
駿
　
小
出
洋
輝

土
屋
和
麻
　
野
村
健
太
　
長
谷
川
直
也

百
瀬
大
助
　
揖
斐
千
里

▽
瑞
浪
中
学
校

有
賀
静
佳
　
近
藤
智

子
　
山
内
笑
美
子
　
春
日
井
俊
基
　
安

藤
亜
由
美
　
伊
東
由
佳
　
山
田
彩
乃

柴
田
裕
輔

▽
瑞
陵
中
学
校

愛
知
聖
己
　
加
藤
健

太
　
永
井
磬
　
斎
藤
琴
美
　
宮
地
妙
香

高
木
翔
平
　
宗
田
未
来
人
　
稲
垣
静
香

筧
美
紗
子
　
加
藤
奈
津
美
　
小
木
曽
弘

那
　
武
田
恵
実
　
市
川
岳
志
　
下
林
義

典
　
永
井
麻
美

▽
陶
中
学
校

羽
柴
秀
哉
　
臼
井
悠
梨

中
尾
悠
愛
　
花
田
園
　
伊
藤
ま
ど
か

犬
飼
琴
絵
　
大
野
愛
梨

▽
稲
津
中
学
校

安
藤
宗
之
　
井
箟
亮

介
　
大
島
彩
乃
　
和
田
あ
か
ね

▽
日
吉
中
学
校

佐
藤
昌
志
　
知
原
尚

哉
　
渡
邉
寛
太
郎
　
安
藤
亜
実
　
小
倉

何
菜
子
　
小
栗
弓
佳
　
本
田
恵
美
　
渡

邉
亜
美

▽
釜
戸
中
学
校

有
我
宣
大
　
有
我
知

美
　
加
藤
夕
佳
　
杉
浦
貴
美
恵

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰

歯
の
健
康

教
育
表
彰
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こ
の
供
養
塔
は
、
弘
仁
３
（
８
１
２
）

年
に
桜
堂
薬
師
を
開
い
た
三
諦
上
人
覚

祐（
さ
ん
た
い
し
ょ
う
に
ん
か
く
ゆ
う
）

の
た
め
の
も
の
で
す
。
三
諦
上
人
は
慈

覚
大
師
円
仁
の
弟
子
と
い
わ
れ
、
寺
が

開
か
れ
た
頃
は
比
叡
山
・
高
野
山
と
並

ぶ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

塔
の
周
囲
に
は
桜
堂
薬
師
代
々
の
住

職
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
が
、
心
無
い
人

達
の
盗
掘
に
よ
っ
て
荒
れ
果
て
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
供
養
塔
に
は
、
仁
寿
３
（
８
５

１
）
年
の
刻
銘
が
あ
り
、
岐
阜
県
内
最

古
の
石
造
物
と
し
て
岐
阜
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】

第
17
回
　
三
諦
上
人
供
養
塔

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ



瑞浪市役所　1 68-2111

校
庭
の
木
々
が
ほ
と
ん
ど
裸
と
な

り
、冬
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
11
月
末
、

児
童
会
企
画
の
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
は
、
６
・

３
・
１
年
と
５
・
４
・
２
年
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
全
16
グ
ル
ー
プ
で
、
校
地

内
の
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
、
側
溝
の
泥
を
集

め
、
自
分
た
ち
の
学
び
の
場
を
美
し
く

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
校
地
内
だ

け
で
な
く
、
毎
日
使
う
歩
道
橋
や
バ
ス

停
の
周
り
の
清
掃
も
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
お

き
バ
サ
ミ
・
竹
箒
や
鍬
を
手
に
、
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
心
不
乱
に

手
で
落
ち
葉
を
集
め
て
い
る
低
学
年
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

１
時
間
ほ
ど
で
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
が

い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
ゴ
ミ
袋
１
０
４
個

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
子
の
顔
に
も

充
実
感
と
す
が
す
が
し
さ
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
、「
自
ら
の

手
で
美
し
く
快
適
な
学
習
環
境
を
作
る

大
切
さ
」
と
「
み
ん
な
で
汗
し
て
働
く

楽
し
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

「
学
び
の
場
に
感
謝
す
る
子
」
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
学
校
で
の
活
動

を
通
し
て
培
っ
た
環
境
美
化
に
対
す
る

豊
か
な
心
と
実
践
力
を
、
家
庭
や
地
域

に
お
い
て
も
発
揮
す
る
子
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

便
利
な
生
活
と
快
適
な
環
境
を
求
め

続
け
る
時
代
の
流
れ
は
、
静
か
な
月
吉

の
山
里
に
も
容
赦
な
く
押
し
寄
せ
て
き

ま
し
た
。
昔
懐
か
し
い
山
野
へ
の
曲
が

り
く
ね
っ
た
デ
コ
ボ
コ
道
も
、
今
で
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
に
姿
を
変
え
、
色

と
り
ど
り
の
車
が
わ
が
も
の
顔
で
風
を

切
っ
て
走
り
行
く
道
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

残
念
な
事
に
便
利
な
車
社
会
の
出
現

は
、
そ
の
裏
に
ご
み
の
放
置
と
い
う
悪

行
為
を
産
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に

山
村
の
道
路
周
辺
の
被
害
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
ご
み
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
放
置

等
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
光
景
が
随
所

に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
山
道
の
周
囲
に
は
不
心
得
者

の
手
で
草
木
が
掘
り
取
ら
れ
た
穴
が
無

残
な
姿
を
露
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
光
景
に
心
を
痛
め
て
い

た
草
木
を
愛
す
る
16
名
が
、
数
年
前
野

山
に
自
生
す
る
花
草
を
守
ろ
う
と
こ
の

会
を
結
成
し
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
例

会
を
持
ち
、
苗
木
の
育
て
方
・
増
や
し

方
・
手
入
れ
の
仕
方
等
の
研
究
を
続

け
、
情
報
交
換
の
充
実
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

月
吉
で
は
西
行
法
師
も
詩
に
詠
ん
だ

と
い
わ
れ
る
「
月
の
宮
二
十
二
夜
さ
ま

祭
り
」
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

に
は
、盆
栽
を
含
め
た
山
野
草
の
展
示
、

花
苗
の
分
配
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
場
と
な
る
公
民
館
ホ
ー
ル
は
、
近
郷

か
ら
多
く
の
人
々
の
来
館
も
あ
り
、
毎

回
盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
自
生
山
野

草
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
い
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
全
員
で
が
ん

ば
る
所
存
で
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

月
吉月

の
宮
山
野
草
会

代
表
　
伊
藤
敏
秋

H15



お
正
月
前
の
大
イ
ベ
ン
ト
。
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
。

図
書
館
に
も
、
あ
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
に
始
ま
り
影
絵
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
そ
し
て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か

ら
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
恥
ず
か
し

が
っ
た
り
、
喜
ん
だ
り
。

二
百
人
を
超
す
子
供
た
ち
と
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
と
の
ふ
れ
あ
い
、
親
子
で
記

念
写
真
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

図書館だより 1 68-5529２月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号 

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ステーション
日吉コミュニティーセンター

月吉
小里
萩原
半原
鶴城
名滝
棚田山
羽広
大川
水上
旭町

サニーヒルズ
猿爪
明賀台
白倉
細久手
深沢

巡回日

13日（金）

18日（水）

19日（木）

25日（水）

26日（木）

28日（土）

時 間
15：30～16：20
16：30～16：50
15：30～16：00
16：10～16：30
15：30～15：50
16：00～16：20
16：30～16：50
15：30～16：00
16：10～16：30
13：20～13：40
13：50～14：10
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：30
13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：00

今
回
の
展
示
は
、「
切
り
絵
」
の
世

界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
や
趣
味
で
始
め
た
切
り
絵
が
、
今

で
は
芸
術
作
品
と
な
り
、
人
々
を
感
動

さ
せ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
、
昔
懐
か
し
い
風
景
が
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。
一
度
図
書
館
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

瑞浪中学校では、資源回収で集められた本
をリサイクル本として皆さんに提供します。
・日時 １月31日（土） 10時から16時まで
・場所 総合文化センター

切
り
絵
展

〜
な
ぜ
か
懐
か
し
い
世
界
〜

２
月
３
日（
火
）〜２

月
29
日（
日
）

明賀台は1月から巡回日時が変更になりました。

本本本本ののののリリリリササササイイイイククククルルルルババババザザザザーーーー開開開開催催催催

ミ
ニ
展
は
、
図
書
館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
、皆
さ
ん
が
製
作
さ
れ
た
作
品
や
、

図
書
館
で
収
集
し
た
資
料
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
作
品
の
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
月
開
催
し
て
い

る
ミ
ニ
展
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
展
示
の
申
し
込
み
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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参
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募
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ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
。
こ
の
機
会
に
読
書

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の

本
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
本
屋
さ
ん
で
は

見
つ
け
ら
れ
な
い
、
懐
か
し
い
本
や
専

門
書
も
あ
り
ま
す
。

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
（
図
書
の
問
い
合
わ
せ
や
照
会

業
務
）
を
利
用
し
て
、
あ
な
た
の
本
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
度
図
書
館
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の 

　
み
な
さ
ん
へ 

平成16年１月15日



所得税還付申告の 
　　相談を行います 
所得税還付申告の 
　　相談を行います 
所得税還付申告の 
　　相談を行います 

２月 

サラリーマンの方サラリーマンの方 
対象です対象です 
サラリーマンの方サラリーマンの方 
対象です対象です 
サラリーマンの方 
対象です 

２日（月） 
３日（火） 

住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方 

多額の医療費を支払った方 

　瑞浪市では、給与所得者（サラリーマン）の方を対象に平成15年分所得税の還付申告の相談を行います。 
　医療費控除・住宅借入金等特別控除を受けようとする方や年末調整で控除もれのある方、平成15年中
に退職し、その後給与所得の年末調整を受けていない方などはお出かけください。 

　住宅ローンなどを利用してマイホームを取得したり、増改築をしたときには、一定の要件に当てはま
れば、居住の年から10年間（居住年が平成15年である場合）、各年分の所得税の額から、一定の方法で
計算した住宅借入金等特別控除額の控除を受けることができます。 
　サラリーマンの方は、１年目に確定申告で住宅借入金等特別控除を受けると、２年目以降は年末調整
でこの控除を受けることができます。 
　住宅借入金等特別控除を受けるためには、住宅の面積や借入などに関する要件があり、また添付書類
として登記簿謄本・住民票の写し・建築確認通知書の写し・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明
書・売買契約書または請負契約書の写しなどが必要になります。 
　この控除を受けようとする方は、事前に多治見税務署（122-0101）もしくは市役所税務課までお問い
合わせください。 

平成 15 年中に
支払った医療費 

医療費控除額 
（最高200万円） 

健康保険・生命保険の
給付金などで補てんさ
れた額 

受 付 会 場  
相 談 時 間  
お問い合わせ 

市役所２階大会議室 
午前９時から午後４時 
税務課　1内線117・118

10万円または 
所得の５％ 

（どちらか少ない額） 

お持ちいただくもの 
・平成15年分給与所得の源泉徴収票 
・医療費の領収証（薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること） 
・健康保険や生命保険で規定により給付を受けている場合は、その明細のわかるもの 

年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 

　年末調整で扶養控除・生命保険料控除などの所得控除もれのある方、中途退職されて、その後給与所
得の年末調整を受けていない方は、受けようとする控除の証明書と給与所得の源泉徴収票をお持ちくだ
さい。 

障害者控除を受けようとする方 
　障害者手帳等の交付を受けていない方であっ
ても、介護保険の要介護認定（要支援を除く）
を受けている方は、障害者控除の対象になる場
合があります。 
　詳しくは、市役所高齢介護課（1内線 151）
へお尋ねください。 

申告の際に必ずお持ちいただくもの 
◎平成15年分給与所得の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除により異なった
書類が必要です。 

－ － ＝ 

瑞浪市役所　1 68-2111



市では、地域福祉計画を策定しています。この
計画はこれからの福祉を考えていくための指針と
なるものです。地域で抱えている福祉に関する課
題や問題について、皆様のご意見をお伺いしたい
と思います。是非ご参加ください。
〈地区懇談会日程表〉 ※時間はいずれも18：30～

◎問合せ 社会福祉課　1内線103

平成15年分公的年金の源泉徴収票の交付について
国民年金及び厚生年金の老齢年金受給者全員に

対し、その１年間の年金の支払総額、社会保険料
（介護保険料）の金額、源泉徴収税額及び控除内
容を記載した「公的年金等の源泉徴収票」が平成
16年１月31日までに送付されます。
※障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収
票は送付されません。
確定申告について
年金のみの所得の方は、原則として確定申告を

する必要がありませんが、２以上の年金の支払者
に対して「扶養親族等申告書」を提出している方
や、年金以外に所得がある方は確定申告を行わな
ければなりません。
また、源泉徴収で所得税を納めすぎとなってい

るときは、その税額の還付を受けるため確定申告
をすることができます。
このときの添付書類の一つとしてこの源泉徴収

票が必要となります。
なお、平成15年中に亡くなられた方の「公的年

金等の源泉徴収票」は送付されませんので、必要
な方は多治見社会保険事務所へ交付の申請を行っ
てください。その場合、源泉徴収票の交付は１カ
月程度かかります。
◎問合せ 多治見社会保険事務所　122-0255

土岐市観光協会では、東濃西部地域の観光ＰＲ
などに使用する写真を募集します。
心に残る風景、伝統ある祭や行事、地場産業で

働く人々の姿など東濃西部を紹介する写真を広く
求めています。
・応募作品 カラープリント四つ切サイズ

（写真裏面に応募票を貼付）
多治見・土岐・瑞浪・笠原の３市１
町内で撮影したもの

・応募締切 ３月12日（金）
・　 賞 グランプリ　１人　賞金５万円

金　賞　　　１人　賞金３万円
銀　賞　　　１人　賞金２万円
銅　賞　　　２人　賞金１万円
優秀賞　　　１人　賞金５千円
他各賞状

◎申込・問合せ 土岐市観光協会（商工会議所内）
154-1131

○テーマ『未来・協奏』
生活福祉科の生徒による３年間の学習成果の発

表会を行います。是非ご来場ください。
・福　祉　「広げよう福祉の輪」
・ファッションテクニカル「パラファッション」
・ライフインテリア　「Happy Space Maker」
・調　理　「Slow Food」
◎問合せ 瑞浪高等学校　168-4161 担当:遠藤

・期　　日 ２月20日（金）
集合９時25分　東濃西部総合庁舎
解散16時30分　　　　〃

・行 き 先 エーザイ内藤記念くすり博物館
第８回GIFUフラワーショー

・人　　数 20人（希望者多数の場合は抽選）
・費　　用 バス代は無料、各施設の入場料・昼

食代は参加者負担
・申込方法 ２月６日（金）（当日消印有効）までに、
往復はがきに住所・氏名・電話番号を記入し、
下記へ郵送。返信用の宛名には代表者の住所・
氏名を記入すること。

◎申込・問合せ 東濃地域農林商工事務所
産業労働課 123-1111（内線218）

地域福祉計画策定のための地区懇談会 東濃西部観光写真コンテスト作品募集

第15回瑞浪高校生活福祉科
卒業制作発表会

年金コーナー

圏域間交流バス参加者募集（岐阜行き）

1月23日（金）13時～16時30分
総合文化センター　入場無料

地　区 期　日 会　場

日 吉 町 ２月４日（水） 日吉コミュニティーセンター

大 湫 町 ２月５日（木） 大湫コミュニティーセンター

釜 戸 町 ２月６日（金） 釜戸コミュニティーセンター

陶　　町 ２月10日（火） 陶文化プラザ

稲 津 町 ２月13日（金） 稲津コミュニティーセンター

明世地区 ２月16日（月） 市民体育館

瑞浪地区 ２月18日（水） ハートピア

土岐地区 ２月20日（金） 総合文化センター

平成16年１月15日



○「消費税課税事業者届出書」提出のお願い
消費税法が改正され、平成15年分の課税売上高

が、1,000万円を超える個人事業者の方は、平成
17年分の消費税の申告が必要になります。
平成15年分所得税の確定申告書を提出される際

に「消費税課税事業者届出書」も併せてご提出く
ださい。
○国税庁ホームページで所得税の確定申告書が作
成できます
ホームページhttp://www.nta.go.jp

○国税電子申告・納税システムが導入されます
名古屋国税局管内では２月から段階的に、イン

ターネット等を利用して国税の申告や納税が可能
になります。受付時間は、所得税の確定申告期間
（２月16日～３月15日）は、月～金曜日の10時か
ら21時まで、これ以外の期間は、月～金曜日（除
く祝日）の９時から18時までです。
詳しくは、ホームページをご覧ください。
ホームページhttp://www.e-tax.nta.go.jp

◎問合せ 多治見税務署　122-0101

世帯主の失業により生計の維持が困難な世帯に
対し、生活資金を貸付けします。
・対象者 雇用保険制度の枠外の方や、求職者給
付を需給中でない方（申込順）

・限度額 月額20万円以内（最高額240万円）
・利　率 年利３％（連帯保証人必要）
◎問合せ 社会福祉協議会　168-4148

○岐阜県の融資制度 ◎問合せ 東濃地域農林商工事務所　産業労働課　123-1111

市では、次のとおり臨時職員（日々雇用職員）
を募集します。
◆職種・人員・賃金
・学校給食センター調理業務員　３名

（賃金　日額6,100円）
・クリーンセンターごみ収集業務員　４名

（賃金　日額7,100円）
◆雇用期間 ４月１日から１年間

（６カ月で更新）
◆応募資格 市内在住で昭和29年４月２日以降生
まれの健康かつ身元確実な方

◆申 込 み 履歴書（市販）を秘書課へ提出
◆申込期間 １月23日（金）～２月４日（水）
◆選　　考 ２月10日（火）９時から面接による選
考を行います。（会場：総合文化センター）

◎問 合 せ 秘書課　1内線314・317

演題「女房が宇宙を飛んだ！」
講師 向井万起男氏（慶應義塾大学医学部助教授、

宇宙飛行士　向井千秋さんの夫）
・入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
・託児あり（満１歳から小学校就学前児20人先着
順で、事前に申込みが必要）

◎申込・問合せ 男女共同参画推進室 1内線345

税務署からのお知らせ

－中小企業融資制度のご案内－

臨時職員募集

離職者支援資金貸付制度のお知らせ

東濃圏域男女共同参画事業
ゆめづくり講演会〈入場無料〉

2月8日（日）13時～16時
多治見市文化会館　大ホール

中小企業振興支援資金 償還期間利率（年）限度額

償還期間利率（年）限度額

償還期間利率（年）限度額

経営安定資金
中小企業者や組合の経営安定に必要な長期事
業資金

運転資金
７年以内

1.4％
6,000万円

（内運転資金4,000万円）

経済変動緊急対策特別資金

関連倒産防止
特別資金

倒産関連中小企業者及び組合の経営に必要な
事業資金（倒産企業に対し、50万円以上の債
権を有している）

７年以内0.8％
4,000万円

（債権相当額の範囲内）

○瑞浪市の融資制度 ◎問合せ 市役所商工課　1内線481

※各々の融資には別途信用保証料が必要となる場合があります。詳細はお問合せ下さい

中小企業小口融資
市内に店舗､工場または事業所を有し、１年以
上同一事業を営む法人・個人で常時従業員が
20人以下の中小企業

８年以内0.8％1,000万円

中小企業季節資金
（夏季・年末）

中小企業者や組合の夏季・期末の経営安定に
必要な短期事業資金

６月以内1.2％
個人・会社 500万円
組合　 3,000万円

瑞浪市役所　1 68-2111
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年1月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,320（－94）世帯数＝14,033（－56） 

健康だいすき 
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

朝食は脳と体のエネルギー源 

何も食べたくない朝でも、これくらいは食べよう 

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

第1子13時集合 
第2子以上13時45分 
　　  ～14時15受付 

1月27日（火） 平成15年９月生まれ 母子健康手帳 

　日本人の生活はどんどん夜型に移行しています。そ
のため、とくに若い世代ほど朝食時間が不規則になり、
朝食を食べない人が増えてきています。このような一
日2食という悪い生活習慣を続けていると、体がエネル
ギーを節約しようとして、脂肪を分解する能力が低下
し太りやすい体質になるばかりか、栄養のかたよりで
疲れやすくなります。 
　人間の体は眠っている間もエネルギーをしっかり消
費しています。時間がないからといって朝食を抜くと、
血糖値が上がらずに脳や体にエネルギー補給ができま
せん。昼間に仕事や勉強に集中できないばかりか、イ
ライラの原因にもなります。 
　しっかり朝食をとって、一日の生活リズムを整えましょ
う。 

精神保健相談・老人性痴ほう症相談 

2月10日（火） ◆場所　保健センタ－ 
◆時間　13時～14時 

担　　当　精神科医師・精神保健相談員 
相談内容 
大人の場合…いらいらする、気分が沈む、不安恐怖が

ある、老人ボケ、アルコール依存症等 
子供の場合…落ち着きない、嘘つき、乱暴、かんしゃく、

登校拒否等 
※電話等で予約が必要です。 
※秘密は厳守します。 

献血（200ml/400ml）に協力ください 

◆場所　保健センタ－ 
◆時間　８時30分～11時 

２月３日 
（火） 

㈱ヨータイ瑞浪工場 
ソニーイーエムシーエス㈱瑞浪テック 
東濃厚生病院 

10:00～11:00 
11:30～13:30 
14:30～16:00

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

2月4日（水） 
料　金　各500円 
対象者　40歳以上の希望者（定員50人） 
申込み　１月30日（金）までに保健センターへ 

4 ヵ 月 児 健 診  

13時30分開始 

12時30分開始 

15時開始 

９時～11時 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 

2月10日（火） 

1月29日（木） 

2月  6日（金） 

2月13日（金） 

平成15年１月生まれ 

平成14年７月１日～ 
　　　７月15日生まれ 

平成14年７月16日～ 
　　　７月31日生まれ 

生後７～８カ月の乳児 母子健康手帳 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
＊汚れてもいい服装で 
おいでください 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
同時に行います 

母子健康手帳 
タオル・コップ 1月29日（木） 平成10年１月生まれ 6 歳 臼 歯 む し 歯  

予 防 教 室  

９時30分～ 
　　　  ９時45分 

母子健康手帳 2月  3日（火） 平成15年8月生まれ ６ ヵ 月 児 相 談  
および離乳食教室  

１歳６ヵ月児健康診査 
※健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し
ます 

離 乳 食 教 室  

2月  5日（木） 平成14年２月生まれ ２歳児はみがき教室 
２歳６ヵ月児はみがき教室 

４歳・４歳６ヵ月児 
は み が き 教 室  

2月10日（火） 平成13年８月生まれ 

1月26日（月） 
平成12年１月生まれ 
平成11年７月生まれ 

１歳すくすく教室  

・ヨーグルト 
（果物が入っていれば栄養価もアップ） 

・バナナ 
・カフェオレ 
・味噌汁 
・シリアル（牛乳やドライフルーツを加えて） 


